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【研究目的】
臨地実習の学生の援助内容はさまざまな理由から制約され、就職後の看護師は医療事故の不安を持ちながら業務を行っている現状である。またそのことが原因となり離職につながることも多く、看護学校での実習の強化が今後の課題とされている。そこで本研究では臨地実習でのインシデント報告書からインシデント・アクシデントの内容と原因を明らかにし、臨地実習での学生のインシデントの内容を分析し、臨地実習で必要な指導体制の課題について検討した。
【研究方法】
Ｉ看護専門学校三年課程における臨地実習中のインシデント報告書について、期間は平成19年1月～平成20年12月までの二年間について、１インシデント・アクシデント内容、２性別、学年、３看護学領域別、４指導者の有無　５看護学各論実習進度別、６発生時間　７実習経過日　８要因について調べ、影響度（国立大学付属病院医療安全協議会が提示したものに準じ）レベル１以下を有害事象が「無」、2以上を有害事象とした。クロス集計とカイ2乗検定を行った後に、さらに多変量ロジスティク回帰分析を行った。また、倫理的配慮について研究対象となった個人のプライバシーに十分配慮し、その個人や対象・集団の特定につながる情報の記載は避け、対象となった学校の倫理委員会の規定に従って審査を受け、研究承諾を得た。
【結果】
　2年間で実習を体験している学生総数は325名で、インシデント・アクシデント報告件数は47件であった。そのうち有害事象は10件（21.2%）であった。事故の領域別は転倒・転落が全体の38％を占め、看護介入の必要な患者で車椅子からベッド間の移乗介助中に生じていることが多かった。調査内容の10項目のうち有意なオッズ比が得られたのは実習経過日のみであった。実習経過日は8日目以降になると7日目以内と比較して8.16倍のリスクで有害事象に至るインシデント・アクシデントが起こっていることがわかった。要因は、ヒューマンファクター47件が学生、教員・指導者、環境9件が指導者・教員、システムは0であった。
【考察】
インシデント報告書の提出件数が少ないのが現状であるため、まず報告の必要性を周知させること、また日々の実習でリスク感性を高める教育や報告しやすい体制づくりが必要である。インシデント・アクシデントの要因がヒューマンファクターに偏っているため、分析手法を用いた再発防止に努める必要もある。今回の分析では指導者の有無に関係なく有害事象は生じていて、一週目で得られた情報から患者に具体的な援助を行う実習二週目以降から有害事象がおこる危険性が高くなっていることから、二週目以降に再び学生に対して医療安全の注意を促すミーティング開催の必要性と指導体制の強化が示唆された。
【結論】
1.報告の必要性に関する教育
2.報告しやすい体制づくり
3.リスク感性を高める教育
4.ヒューマンファクターにとどまらないように分析手法を用いた再発防止
5.実習二週目以降に対しても医療安全に対する指導体制と教育の必要性と強化　
